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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～現在やや気分高揚見られており、深夜帯で尿失禁見られています。話しかけの多さもみられていますが、本人自覚ない様子あるため、生活リズムの乱れや他者とのトラブルに注意し観察していき、その都度自身の調子について振り返り促していきましょう。

・瀧澤　久江様～現在体重コントロールのため、ウォーキング実施していますが体重減少見られない為担当スタッフがダンベル体操を実施する前にタオル体操を導入する予定となっています。ケアプラン・実施方法について検討中であり月曜日より実施する事としています。体育館についたスタッフは内容等をカルテにて確認し、本人と一緒に実施して下さい。

＜日常生活支援評価・検討＞

現在、曜日ごとに各対象患者様の必要項目について日常生活支援を行っていますが、実施後カルテに記載していますが結果についての評価がしにくいという意見がありました。

（提案・改善策）

・チェック様式の見直しをはかり、曜日ごとの入浴の欄（洗身・洗髪・物品準備等）を身辺整理と分けて、入浴日にチェック出来る様にしたほうがよいのではないか？

・保清面と身辺整理のチェック方法は別にした方が評価しやすくなるのではないか？

という意見がでました。日常生活支援の担当者は再度項目内容とチェック板の活用方法について検討お願いします。

（実施・評価）

· 新井　圭次様～保清面に関しては随時声掛け要しています。また、自分のシェーバーが

あるにもかかわらず、他者の物を使用していることありましたので、自分の物を使用するよう説明し、実施できるように促していきましょう。

· 佐藤　昌宏様～保清面に関して随時声掛け必要です。継続して声掛け・促ししていきま

しょう。

· 石切　久様～布団たたみ、保清面に関しては声掛けには応じ、実施することできていま

す。継続して起床後等は積極的に声掛け・促ししていきましょう。

現在日常生活支援導入患者様の実施状況として、スタッフの関わりに偏りがみられています。継続して援助できるようにそれぞれ介入・見守り・声掛け等実践していきましょう。

＜節約管理委員会＞

水道光熱費の前年度比較、消耗品の使用状況について２階管理棟掲示板に掲示されています。

（病棟評価）

暖房・水道の使用方法について以前に比べ、各スタッフより使用していない時や患者様が不在の際は個人個人が節約に注意した結果ではないか？

今後もデータの確認を行いスタッフ一同節約に対する協力・意識付けをしていきましょう。

＜治療プログラム企画・運営委員会＞

・ＳＳＴ担当の方が産休に入った為、担当者が新しく変わるにあたり、今年度１年間におけるＳＳＴ実施状況の評価について確認したいとの連絡があったことから話し合いを行っています。

1 ＳＳＴ実施時は患者様が集団ではなかなか自分の問題点についての意見が出しづらい様子があり、スタッフからアプローチが難しいことがある。

2 自立している方の短期目標の設定が難しい。

3 ＳＳＴ実施の際のスタッフが患者様個人のレベルに応じた対応が難しい　　など。

